
Ⅴ その他の注記

1 　貸倒引当金の目的使用による取崩しについて

　当年度において，債権の不納欠損による損失3,146,555円を処理するため，貸倒引当金3,146,555円

を使用した。

2 　退職給付引当金の目的使用による取崩しについて

　 　当年度において，退職手当として9,697,942円を支給するため，退職給付引当金9,697,942円を使用

した。

3 　賞与引当金および法定福利費引当金の目的使用による取崩しについて

　当年度において，期末・勤勉手当の支給およびこれに係る法定福利費の支出のうち，前年度の負担

　 に属する額（12月から3月までの4か月分）として76,013,000円を支給（支出）するため，賞与引当金

および法定福利費引当金76,013,000円を使用した。

1 　概　　　　況

 (1)  総　括　事　項

内人口に対する給水人口の割合）は99.9％となった。

販売電力量は，前年度に比べ219,652キロワット時増加し，1,492,723キロワット時となった。

で4,494,025,171円となった。

増）となり，総額で4,419,931,670円となった。

この結果，当年度の収支は，前年度に比べ120,804,358円減少し，74,093,501円の純利益を生じた。

は温泉供給管の布設替工事等を予定どおり施行した。

 (2)  経営指標に関する事項

（経営指標の推移）

ものの，一般会計負担金の増加等により，前年度に比べ35,102,040円の収入増（0.8％増）となり，総額

管 路 更 新 率 0.4％ 0.4％ 0.5％ 0.6％ 0.5％

管 路 経 年 化 率 32.5％ 34.4％ 35.5％ 37.4％ 39.0％

有形固定資産減価償却率 53.5％ 54.8％ 54.5％ 53.6％ 54.8％

料 金 回 収 率 105.0％ 108.2％ 103.5％ 103.5％ 84.7％

101.7％

イント減の0.5％となり，今後も施設の計画的な更新を図っていく必要がある。

平成30年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

経 常 収 支 比 率 107.6％ 109.4％ 105.4％ 104.6％

1.6ポイント増の39.0％，当該年度に更新した管路延長の割合を示す管路更新率は前年度と比べ0.1ポ

事業費用については，減価償却費の増加等により，前年度に比べ155,906,398円の支出増（3.7％

建設改良事業については，赤川高区浄水場等更新整備事業では赤川高区浄水場プラント設備更新

整備等事業を，原水及び浄水施設事業では導水管整備事業等を，配水施設事業では配水管整備事業等

を，東部地区水道施設事業では尾札部川導水施設整備に係る実施設計業務等を，温泉供給設備事業で

令和４年度決算における経営成績について，経営の健全性を示す経常収支比率は，前年度に比べ

2.9ポイント減の101.7％となったが，健全経営の水準とされる100％を上回った。

また，料金水準の妥当性を示す料金回収率は，前年度に比べ18.8ポイント減の84.7％となったが，

その主な要因は，新型コロナウイルス感染症の影響に対する市民生活の支援として，一般会計の負担に

より家庭用の基本料金を４か月分免除したことに伴う給水収益の減少によるものである。

一方，償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は前年度に比べ1.2ポイント

増の 54.8％，法定耐用年数を経過した管路延長の割合を示す管路経年化率は前年度に比べ

ている市民生活への支援として，家庭用の基本料金を４か月分免除したことにより水道料金が減少した
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令和４年度の給水人口は，前年度に比べ3,780人減少し，242,203人となり，給水普及率（給水区域

また，水道１日平均給水量は，前年度に比べ24立方メートル減少し，89,260立方メートルとなり，

温泉１日供給量は，前年度に比べ37立方メートル増加し，3,426立方メートルとなったほか，年間

事業収益については，新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で，物価高騰等の影響を受け
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